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い
つ
ま
で
も
権
力
の
座
に
居
座

り
続
け
る
こ
と
は
、
職
員
の
新
陳

代
謝
や
企
業
の
競
争
を
生
ま
な
い
。 

来
年
74
歳
を
迎
え
る
西
川
知
事

自
ら
が
来
春
の
知
事
選
に
出
馬
し

な
い
と
勇
気
あ
る
決
断
を
し
な
い

限
り
、
県
政
を
引
き
継
ぐ
後
継
者

は
生
ま
れ
に
く
い
。 

 

福
井
市
自
民
党
市
議
団
は
県
都

福
井
か
ら
新
知
事
を
出
馬
さ
せ
る

と
高
ら
か
に
表
明
し
た
が
、
未
だ

候
補
者
を
決
め
ら
れ
ず
に
い
る
。

福
井
県
の
有
権
者
数
は
65
万
２
千

人
。
大
票
田
の
福
井
市(

21
万
８
千

人)

と
坂
井
市(

７
万
５
千
人)

、
小 

    浜
市(

２
万
４
千
人)

が
知
事
多
選

に
Ｎ
Ｏ
を
突
き
付
け
て
対
抗
馬
を

立
て
協
力
す
れ
ば
勝
算
は
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
辺
を
睨
ん
で
か

３
月
27
日
に
「
西
川
一
誠
知
事
と

飛
躍
す
る
福
井
を
語
る
集
い
」
と

銘
打
っ
て
県
産
業
会
館
で
盛
大
に

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

た
。
知
事
と
利
害
関
係
を
逃
が
す

ま
い
と
業
界
団
体
や
個
人
の
お
よ

そ
千
人
を
超
え
る
支
援
者
を
集
め
、

知
事
選
を
意
識
し
踏
み
絵
を
踏
ま

せ
た
。 

西
川
一
誠
氏
は
平
成
15
年
４
月

高
木
文
堂
氏
と
激
戦
を
制
し
て
初

 

当
選
以
後
、
３
期
12
年
に
亘
り
共

産
党
候
補
以
外
の
対
抗
馬
は
無
く
、

絶
対
安
全
の
楽
な
戦
い
で
あ
っ
た
。

西
川
一
誠
知
事
自
身
も
有
力
な
対

抗
馬
が
現
れ
れ
ば
県
民
の
信
任
票

が
ど
れ
だ
け
得
ら
れ
る
か
不
透
明

で
県
下
二
分
し
て
ま
で
の
争
い
は

し
な
い
だ
ろ
う
。
県
会
自
民
党
と

福
井
、
坂
井
市
の
保
守
系
議
員
団

の
絶
対
的
推
薦
が
な
い
こ
と
に
は

川
田
達
男
、
勝
木
健
俊
氏
を
は
じ

め
と
す
る
業
界
団
体
と
の
二
枚
岩

で
は
賞
味
期
限
切
れ
も
あ
り
勝
利

は
厳
し
い
。 

長
ら
く
西
川
知
事
に
優
遇
さ
れ

て
い
な
い
県
職
員
や
中
小
零
細
企

業
経
営
者
、
県
民
は
、
飽
き
が
来

て
誰
か
に
代
わ
っ
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
多
い
の
も
確
か
だ
。 

栗
田
幸
雄
前
知
事
は
衆
院
議
員

山
本
拓
氏
と
平
成
９
年
に
争
い
大

勝
、
４
期
を
全
う
し
西
川
副
知
事

に
道
を
譲
ら
れ
て
今
な
お
健
在
で

お
ら
れ
る
。
栗
田
氏
は
川
田
氏
と

共
に
歩
み
５
期
目
を
目
指
そ
う
と

す
る
西
川
氏
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
お
考
え
で
お
ら
れ
る
の
か
。 

知
事
選
ま
で
時
間
は
な
い
。
県

選
出
自
民
党
国
会
議
員
５
名
を
束

ね
る
山
﨑
正
昭
県
連
会
長
と
県
会

自
民
党
25
名
を
束
ね
る
斉
藤
新
緑

会
長
の
知
事
選
に
向
け
て
の
判
断

が
知
事
選
を
左
右
す
る
。 

    

川
田
氏
が
率
い
た
西
川
県
政
15
年 

変
え
な
い
と
変
わ
ら
な
い
！ 

子
弟
関
係
か
!? 

山崎自民党県連会長(右) 

齋藤県会自民党会長(上) 

 

？ 
 ？ 
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福
井
の
海
産
物
や
農
産
物
販
売

の
費
用
対
効
果
が
上
が
る
の
は
、

営
業
コ
ス
ト
や
輸
送
及
び
鮮
度
、

物
流
の
利
便
性
を
考
え
る
と
消
費

人
口
の
多
い
関
西
圏
市
場
や
中
京

圏
市
場
だ
と
思
う
が
、
苦
手
意
識

か
西
川
知
事
は
目
を
向
け
な
い
。 

若
狭
へ
の
観
光
客
は
歴
史
的
に

見
て
も
現
在
で
も
、
滋
賀
県
、
京

都
府
、
大
阪
府
、
名
古
屋
市
が
大

多
数
を
占
め
る
。
関
西
、
中
京
の

流
通
小
売
業
と
本
県
の
経
済
界
、

農
業
団
体
、
行
政
が
積
極
的
に
交

流
し
太
い
パ
イ
プ
を
作
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
農
林
水
産
業
界
の
経

済
交
流
と
活
性
化
が
必
要
性
に
迫

ら
れ
て
い
る
。
若
狭
の
人
は
「
嶺

北
の
人
は
若
狭
を
素
通
り
。
若
狭

に
金
は
使
わ
ず
県
民
負
担
だ
け
押

し
付
け
る
」
と
嘆
く
。 

西
川
県
政
は
関
西
圏
と
の
友
好

関
係
を
築
か
ず
兎
に
も
角
に
も
首

都
圏
通
い
。
東
京
で
福
井
県
Ｐ
Ｒ

に
積
極
的
に
予
算
を
使
い
農
海
産 

   

 

物
業
者
や
生
産
団
体
、
職
員
を
引

き
連
れ
る
が
、
旅
費
も
ば
か
に
な

ら
な
い
。
ま
た
多
額
の
予
算
を
費

や
し
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
を
大
々
的

に
Ｐ
Ｒ
し
た
が
、
そ
の
効
果
が
あ

っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
大
手
イ

ベ
ン
ト
会
社
の
言
わ
れ
る
ま
ま
で

終
わ
ら
ず
、
費
用
対
効
果
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。
〝
東
京
か
ぶ

れ
〟
と
言
わ
れ
て
も
致
し
方
な
い
。 

大
阪
府
、
神
戸
市
、
京
都
府
、

愛
知
県
、
滋
賀
県
は
関
西
へ
の
電

力
供
給
地
と
し
て
も
絶
対
的
知
名

度
と
親
近
感
が
あ
る
。
工
業
製
品

な
ど
の
取
引
高
は
関
西
中
京
圏
を

中
心
に
旺
盛
だ
。「
い
ち
ほ
ま
れ
」

な
ど
農
産
物
や
特
産
品
の
売
り
込

み
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
積
極
的
交
易
を
図
る
こ
と
で

県
内
農
業
と
漁
業
の
農
産
物
生
産

高
全
国
44
位
の
底
上
げ
に
な
る
。 

 

 

     

九
頭
竜
川
水
系
足
羽
川
の
支
川

部
子
川
（
今
立
郡
池
田
町
小
畑
地

先
）
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

「
足
羽
川
ダ
ム
」。
部
子
川
（
池
田

町
小
畑
地
先
）
に
ダ
ム
、
水
海
川

の
洪
水
を
導
水
す
る
分
水
工
及
び

導
水
ト
ン
ネ
ル
を
整
備
し
、
目
標

で
あ
る
戦
後
最
大
規
模
の
洪
水

（
天
神
橋
地
点
の
流
量
２
４
０
０ 

                  

㎥
／
Ｓ
）
に
対
し
て
、
６
０
０
㎥

／
Ｓ
の
洪
水
調
節
を
行
う
。 

 

総
事
業
費
約
９
６
０
億
円
に
も

上
り
、
そ
の
う
ち
工
事
費
約
５
０

０
億
円
。
平
成
38
年
度
末
完
成
を

目
指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、

平
成
26
年
６
月
、
県
道
松
ケ
谷
宝

慶
寺
大
野
線
付
替
工
事
着
工
式
、

昨
年
７
月
に
は
水
海
川
導
水
ト
ン

な
ぜ
西
川
県
政
は
東
京
に
な
び
く
の
か 

関
西
、
中
京
圏
に
ア
ピ
ー
ル
を 

東
京
に 

足
羽
川
ダ
ム
関
連
工
事
の
裏
で
蠢
く 

山
崎
御
大
に
仲
倉
県
議
、
杉
本
町
長 

 

東
京
に 
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ネ
ル
工
事
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

国
土
交
通
省
は
30
年
度
概
算
要

求
に
52
憶
４
０
０
０
万
円
を
盛
り

込
ん
だ
。
平
成
32
年
度
に
ダ
ム
本

体
掘
削
、
翌
33
年
度
に
堤
体
打
設

に
着
手
予
定
と
な
っ
て
い
る
。 

足
羽
川
ダ
ム
関
連
土
木
工
事
の

入
札
参
加
や
落
札
関
係
に
精
通
す

る
人
の
情
報
よ
る
と
、
山
崎
正
昭

参
院
議
員
、
仲
倉
典
克
県
会
議
員
、

杉
本
池
田
町
長
の
影
響
力
は
絶
大

で
あ
り
、
県
内
大
手
建
設
業
者
の

代
表
で
あ
る
道
端
、
松
田
、
坂
川
、

西
尾
、
西
村
氏
は
東
京
へ
〝
山
崎

詣
で
〟
。
山
崎
正
昭
氏
の
子
分
で

あ
る
仲
倉
県
議
は
高
野
組
と
坂
川

建
設
の
選
挙
地
盤
で
も
あ
り
、
両

社
の
強
力
な
営
業
マ
ン
で
も
あ
る
。

足
羽
川
ダ
ム
工
事
は
杉
本
博
文
池

田
町
長
の
地
盤
で
あ
り
、
今
立
郡

の
池
田
町
と
旧
今
立
町
を
代
表
す

る
地
元
土
木
建
設
業
最
大
手
関
組

と
は
師
弟
関
係
。 

 

導
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
関
し
て

は
熊
谷
組
が
主
体
で
、
ダ
ム
本
体

工
事
に
於
い
て
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

前
田
建
設
と
関
組
、
建
世
な
ど
の

Ｊ
Ｖ
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。 

 

住
民
移
転
完
了
で
無
人
化
し
た

松
ケ
谷
～
大
本
間
の
県
道
34
号
線

と
町
道
金
見
谷
線
は
工
事
車
両
専

用
道
路
保
護
区
と
化
し
、
工
事
車

両
と
大
型
ダ
ン
プ
車
が
行
き
交
い

道
路
沿
い
の
河
川
に
は
泥
水
が
流

れ
出
て
い
る
。 

足
羽
川
ダ
ム
関
連
工
事
で
水
海

川
導
水
ト
ン
ネ
ル
１
期
工
事
を
㈱

熊
谷
組
が
57
憶
３
８
０
０
万
円
で

落
札
し
導
水
管
ト
ン
ネ
ル
の
工
事

は
進
行
中
。
ト
ン
ネ
ル
残
土
仮
置

 
き
場
の
管
理
は
ず
さ
ん
極
ま
り
な

く
、
各
地
の
工
事
現
場
を
知
る
地

元
専
門
家
が
国
交
省
に
通
告
し
、

担
当
者
が
改
善
を
指
摘
し
て
い
る

が
未
だ
に
対
策
な
し
。 

町
道
金
見
谷
線
の
導
水
管
ト
ン

ネ
ル
抗
入
口
現
場
が
あ
る
箇
所
を

全
面
通
行
止
め
と
し
一
般
車
の
迂

回
道
路
を
作
っ
て
あ
る
が
、
掘
削

残
土
を
25
ト
ン
大
型
ダ
ン
プ
に
乗

せ
仮
設
道
路
を
走
行
し
残
土
仮
置

き
場
に
運
ん
で
い
る
。
雨
ざ
ら
し

の
残
土
は
大
雨
な
ど
に
よ
り
浸
食
、

 

仮
置
き
し
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
残
土 

そ
の
水
は
近
く
の
川
に
流
出
し
生

態
系
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。 

自
然
環
境
へ
の
配
慮
、
環
境
ア

セ
ス
に
基
づ
く
手
順
を
踏
ま
ず
営

利
主
義
に
走
り
、
時
代
遅
れ
の
工

事
施
工
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。 

十
分
な
工
事
設
計
予
算
の
下
で

請
け
負
っ
た
熊
谷
組
。
山
奥
だ
か

ら
と
レ
ベ
ル
の
低
い
現
場
管
理
者

を
配
し
、
誰
も
通
行
し
な
い
か
ら

と
ず
さ
ん
な
工
事
対
応
で
は
儲
け

主
義
の
準
ゼ
ネ
コ
ン
と
言
わ
れ
て

も
仕
方
な
い
。 

 

道
路
は
工
事
用 

車
両
が
独
占 

 

工事車両と大型ダンプ車が
行き交う道路 
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芝
原
用
水
土
地
改
良
区(

理
事

長
・
木
村
市
助)

が
小
水
力
発
電
所

を
計
画
。
国
50
％
、
県
30
％
、
市

10
％
の
補
助
金
を
受
け
二
タ
口
小

水
力
発
電
所(

出
力
１
０
３
・
６

㌗)

、
中
ノ
郷
小
水
力
発
電
所(

出

力
60
㌗)

の
発
電
所
建
設
工
事
を

国
と
県
の
審
査
を
経
て
発
注
し
た
。 

 
 

施
工
工
事
に
荏
原
商
事
、
三
菱
、

日
立
、
東
芝
、
明
電
社
の
５
社
が 

二
タ
口
小
水
力
発
電
所 

    

入
札
参
加
し
、
荏
原
商
事
が
約
５

億
９
千
万
円
で
落
札
。
発
電
機
は

東
芝
製
で
、
荏
原
は
こ
れ
ら
機
械

設
備
だ
け
行
い
、
設
計
は
丸
一
調

査
設
計
㈱
に
土
木
建
設
工
事
は
㈱

松
田
組
に
決
ま
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
事
を
知
る
関
係
者
の

話
に
よ
る
と
、
こ
の
工
事
に
は
福

井
市
の
Ａ
級
土
木
建
設
業
者
11
社

が
名
を
連
ね
た
が
、
元
三
木
組
福 

井
支
店
社
員
で
平
成
25
年
に
は
松

田
組
に
籍
を
置
い
て
い
た
Ｔ
氏
が

仕
切
り
、
設
計
段
階
か
ら
業
者
談

合
を
画
策
。
Ｔ
氏
は
丸
一
調
査
設

計
に
も
日
参
し
設
計
料
は
管
理
料

も
入
れ
て
通
常
３
千
５
百
万
円
レ

ベ
ル
が
５
千
万
円
を
超
え
る
高
値

と
な
っ
た
。 

土
木
建
設
工
事
に
参
加
を
希
望

し
た
業
者
は
１
社
に
付
き
50
万
円

を
談
合
金(

裏
金)

と
し
て
11
社
で

５
５
０
万
円
を
Ｔ
氏
に
支
払
い
、

話
を
付
け
た
模
様
。 

平
成
26
年
６
月
24
日
、
Ｔ
氏
、

松
田
組
の
松
田
氏
、
木
村
理
事
長
、

Ｓ
氏
が
「
山
田
屋
」
で
会
食
後
、

「
凛
」
と
「
さ
つ
き
」
の
両
店
で

祝
杯
を
挙
げ
た
。 

Ｔ
氏
は
松
田
組
か
ら
毎
月
決
め

ら
れ
た
給
料
を
得
な
が
ら
設
計
事

務
所
よ
り
裏
金
報
酬
、
さ
ら
に
別

途
に
松
田
組
か
ら
談
合
金
を
含
め

裏
金
で
２
千
万
円
以
上
の
金
が
動

き
松
田
組
を
退
社
し
た
。 

小
水
力
発
電
建
設
費
用 

「
小
水
力
発
電
が
地
域
を
救
う
」

中
島
大
氏
著
書
に
よ
る
と
、
小
水

力
発
電
所
の
建
設
費
は
ケ
ー
ス
バ

イ
ケ
ー
ス
だ
が
、
大
体
、
出
力
２

０
０
㌗
の
場
合
で
３
億
円
、
１
０

０
０
㌗
で
十
数
億
円
と
い
っ
た
金

額
が
目
安
と
あ
る
。 

 

ま
た
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
小
水
力
発
電
コ
ス
ト
検
証
に

よ
れ
ば
２
０
０
㌗
で
の
建
設
費
は

１
・
６
憶
～
２
億
円
。
運
転
維
持

費
年
７
０
０
万
、
修
繕
費
と
諸
費

に
建
設
コ
ス
ト
の
３
％
そ
の
他
一

般
管
理
費
と
あ
る
。 

    

夜
の
繁
華
街
〝
片
町
〟
。
飲
み

な
が
ら
仲
の
良
い
業
者
が
手
を
組

み
、
裏
で
は
利
権
を
分
配
す
る
談

合
。
長
年
の
慣
習
だ
が
、
寿
命
が

き
て
い
る
。
天
下
り
に
し
て
も
談

合
に
し
て
も
「
あ
か
ら
さ
ま
」
と

い
う
の
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

法
律
で
は
禁
じ
て
い
る
が
、
土
建

業
界
が
昔
か
ら
時
間
を
か
け
て
作

り
上
げ
た
方
法
だ
。
車
の
来
な
い

道
路
を
赤
信
号
で
渡
っ
て
い
る
よ

公
費
で
90
％
補
助
金
を
受
け 

小
水
力
発
電
建
設
に
疑
惑
の
陰 

東
京
に 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

必
ず
押
し
寄
せ
る 
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う
な
も
の
。
そ
れ
も
、
昔
の
話
だ
。

人
目
を
気
に
し
な
が
ら
悪
い
こ
と

を
や
っ
て
い
る
。
そ
の
気
持
ち
で

仕
事
は
出
来
な
い
。 

入
札
で
安
売
り
競
争
が
始
ま
っ

た
が
、
90
～
91
％
に
最
低
価
格
が

切
り
上
が
っ
て
も
95
～
98
％
が

ま
か
り
通
っ
て
い
る
現
状
だ
が
、

天
下
り
や
役
所
、
役
人
Ｏ
Ｂ
に
頼

ら
ず
、
企
業
の
技
術
革
新
や
人
材

の
有
効
利
用
で
正
々
堂
々
と
落
札

し
、
営
業
利
益
を
他
の
大
手
企
業

並
み
に
10
％
の
利
益
を
上
げ
な
い

と
業
者
間
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

は
成
長
し
な
い
。 

  

 

 

    

福
井
大
学
医
学
部
の
推
薦
入
学

者
は
県
内
地
域
枠
15
名
と
全
国
枠

10
名
と
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

試
験
と
面
接
試
験
を
経
て
２
月
15

日
に
合
格
発
表
が
あ
っ
た
。 

 

学
校
関
係
者
の
噂
で
は
藤
島
高

校
現
役
生
徒
が
セ
ン
タ
―
試
験
７

０
８
点
で
父
親
が
助
教
授
を
し
て

い
る
関
係
か
知
る
由
は
な
い
が
合

格
。
セ
ン
タ
ー
試
験
９
科
目
満
点

で
９
０
０
点
。
平
均
80
点
７
２
０

点
が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
し
て
７

２
０
点
取
れ
た
生
徒
が
推
薦
さ
れ

な
か
っ
た
。
生
徒
間
で
は
「
な
ぜ
！

不
公
平
で
は
？
」
と
話
題
に
な
っ

て
い
る
。 

       

         

 

福
井
大
学
医
学
部 

推
薦
入
学
の
怪
？ 

 


